
2017 年度 日本生活学会事業報告 
2017 年 4 月 1 日～2018 年 3 月 31 日) 

 
．事業活  
• 第 44 回総会・研究 大会開催 

2017 年 5 月 20 日( )、21 日(日) 大学 
• 生活学プロジェクトの  
• 生活学ヘリテージ・プロジェクトの成 開 

 
 

． 員会開催 
1. 理事会 5 回 
2. 『生活学論叢』vol.31、32 編集委員会 8 回 
3. 今和次郎賞 2017 選考委員会       ール 議 
4. 日本生活学会研究論文賞 2017 選考委員会 1 回 
5. 日本生活学会博士論文賞 2017 選考委員会 1 回 

 
 

．出版 行・ ール ース   
• 2017 年 5 月 第 44 回研究 大会 集  
• 2017 年 9 月 『生活学論叢』vol.31  
• 2018 年 3 月 『生活学論叢』vol.32  
• 『日本生活学会フィールドワークシリーズ』 
• 日本生活学会 ール ースの  

 
 

． 委員会活  
１．総務委員会         委員長 森栗茂一 

(1)第 44 回総会の開催 2017 年 5 月 20 日 ： 大学 
2016 年度事業報告、 決算報告、2017 年度事業計画 、 事業予算 作成 
日本生活学会研究論文賞 1 、日本生活学会博士論文賞 1  

 
(2)大会 開シン ジ びに 開催 

2017 年 5 月 20 日、21 日 ： 大学 
 

(3)理事会  5 月 20 日、7 月 15 日、10 月 14 日、1 月 27 日、4 月 14 日 
 
(4)理事・監事選 の Web 選 の  12 月 7 日～25 日 

 
 
２．学術委員会        委員長 三好恵真子 

(1)日本生活学会第44回研究 大会 、 大学 蔵 キャンパスに い 、5月20日( )、21
日(日)に開催 た。 の生活 ま —生活学 の 証− をテー した 開シン

ジ 実 に、生活プロジェクト成 報告を 43 の研究 行 た。  
 
(2)研究 の 成、 の一 し 、日本生活学会博士論文賞の 査を行い、本年度

し 決 した。  
  

 
３．『生活学論叢』編集委員会       委員長 祐成保志 

(1)論叢を年 2 回 行 し 、 行を行 た。 
生活学論叢  第 31  2017 年 9 月 行 

第 32  2018 年 3 月 行 
 
 
 



４．事業委員会             委員長 田宏 
(1)研究 成事業 生活学プロジェクト の第 3 回を実 した。本プロジェクト に し、

学会員に 、応 13 、 査委員会の 生 に いた

、応 13 、プロジェクト名 の の 成 し を 13 をプロジェクト

し した。 
 
 (2)事業委員 の ー・シン ジ の 画開催・他 の を た。 年 行

日本 学会、 学会 の 催シン ジ フィールド・ ス 

を 3 月 10 日 を 催し、生活を 作 の 義に い 多 した。 
 
(3) の 事業に す 認・ 度 に い 今後の 。生活学プロ

ジェクトに い に 研究に い 度 を行 い 。大会 の

活 した。  
 

 (4)生活学ヘリテージ・プロジェクト 
 
 (5)生活学 フェ 
 

 
５．情報委員会               委員長 饗庭伸 

(1) ェ トの  会員 の情報 を行 た。 
 
 (2) ール ースの  会員 の情報 を行 た。 
 
(3)フェ ス クの  会員 の情報 を行 た。 

 
 (4) 日本生活学会の１  学会員等を に ン ーを行い、6 名 の 事を作成し

ェ ト  開した。 
 
 
．プロジェクト活 報告 

１．生活学ヘリテージ・プロジェクト                     小林多寿子 
(1) 2017 年度 、生活学ヘリテージ・プロジェクト成 の 終 開を行 た。 

 
 

２．『日本生活学会フィールドワークシリーズ』作成プロジェクト           石川初 
(1) 活 年 5 年の 4 年 の 画 し 、 を したフィールドワークの授業

を実 い 会員 名に を し、 子を編集、 した。 子 生活学論叢に

し 会員に した 、 ェ トを し 開す 。 
 

以上 


